
担当者 向出　和幸 直通 25-5024 内線 2415

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境保全係

1⃣１．海洋ごみや河川ごみの発生抑制に関する環境保全啓発

②事業No.事業名 222．漂着ごみ発生抑制対策事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 70％

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 補助 国補助率 -

○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

「川と海つながり共創プロジェクト」と連携した、環境教育・漂着ごみ調査・清掃活動事業「保津川の日」を行うなど、市民、ＮＰＯ、事業者、行政との協働に
よる海洋ごみや河川ごみの発生抑制に向けた環境保全啓発活動を推進します。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
①こども海ごみ探偵団
②保津川清掃

1,500,000
①海ごみ探偵団調査：2回
②清掃活動：13回

R3

計

画
①こども海ごみ探偵団
②保津川清掃

1,500,000
①海ごみ探偵団調査：2回
②清掃活動：13回

実

績

①こども海ごみ探偵団（保津川調査）、②保津川の日（１回）、保津川クリーン作戦（8回）、GW BBQごみ一

掃作戦（9回）
1,500,000

①海ごみ探偵団調査：1回
②清掃活動：18回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
①こども海ごみ探偵団
②保津川清掃

1,500,000
①海ごみ探偵団調査：2回
②清掃活動：13回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

行政・市民・関係団体等と行う清掃活動を単にイベント、一過性のものとしないために、年間を通じて継続的に行うことが必要
であるため、開催回数を活動指標とする。

R7

計

画
①こども海ごみ探偵団
②保津川清掃

1,500,000
①海ごみ探偵団調査：2回
②清掃活動：13回

実

績 達成度

R6

計

画
①こども海ごみ探偵団
②保津川清掃

1,500,000
①海ごみ探偵団調査：2回
②清掃活動：13回

実

績



R3
実

績
①こども海ごみ探偵団参加者
②保津川の日（１回）、保津川クリーン作戦（8回）、GW BBQごみ一掃作戦参加者

917人

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

こども海ごみ探偵団調査及び行政・市民・関係団体等が行う清掃活動への延べ参加者数 1,000人以上

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

当該事業及び取組の目的達成には、より多くの人に行政・市民・関係団体等が行う清掃活動に参加していただくことが漂着ご
み発生抑制はもとより、漂着ごみ問題を啓発することにつながることから、参加者数を成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

行政・市民・関係団体等が行う清掃活動の目的、意味を理解していただくために、SNSを通じた広報をはじめ、環境学習の機
会を通じた周知等を図った。

進行上の課題や問題点



担当者 谷口　明子 直通 25-5023 内線 2413

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境保全係

1⃣２．エコバッグ持参率１００％を目指す取組の推進

1⃣３．ペットボトル削減を目指す取組の推進

②事業No.事業名 223.「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」関連事業① 事業実施期間 R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独（一部交付金） 国補助率 -

○

○

⑦事業の概要及び目的

「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」に基づき、「世界に誇れる環境先進都市・亀岡市」の実現を目指すため、宣言内容の具現化に向けた各種取組を

推進します。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画

①代替紙袋個別購入補助事業

②給水スポット普及促進

③ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及促進
④啓発冊子の作成

①補助の交付

②給水スポット設置

③ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ普及
④啓発冊子の発行

R3

計

画

①亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止審査会の設置

②代替紙袋の共同購入及び個別購入補助事業

③給水スポット普及促進
④リバーフレンドリーレストランの普及促進

⑤啓発冊子の作成

⑥かめおか環境賞の表彰

9,597,000

①設置

②補助の交付

③給水スポット設置
④ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及

⑤発行

⑥実施

実

績

①亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止審査会の設置

②代替紙袋の共同購入及び個別購入補助事業

③給水スポット普及促進

④リバーフレンドリーレストランの普及促進

⑤啓発冊子の作成
⑥かめおか環境賞の表彰

7,270,790

①設置済

②補助金の交付　済

③給水スポット設置　88カ所

④ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ14カ所

⑤発行（全戸配布）年1回
⑥実施済

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画

①給水スポット普及促進
②ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及

③啓発冊子の作成

①給水スポット普及促進
②ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及

③啓発冊子の作成

実

績
達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指

標）の具体的な考え方
当初計画（予算）時に目標とする事業の実施率、達成率を活動指標とした。

R7

計

画

①給水スポット普及促進
②ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及

③啓発冊子の作成

①給水スポット普及促進
②ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及

③啓発冊子の作成

実

績
達成度

R6

計

画

①給水スポット普及促進
②ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及

③啓発冊子の作成

①給水スポット普及促進
②ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの普及

③啓発冊子の作成

実

績



R3
実

績

エコバッグ持参率
市内給水スポットの設置個所数
ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの登録店舗数

98.2%
88カ所
14カ所

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を

通じた目標

エコバッグ持参率
市内給水スポットの設置個所数

ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽﾄﾗﾝの登録店舗数

100%
100カ所

　30カ所

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

かめおかプラスチックごみゼロ宣言の目標に設定されているエコバッグ持参率１００％と併せて、給水スポット・ﾘﾊﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾚｽ
ﾄﾗﾝの普及拡大がマイボトル持参率向上、市民の環境への意識醸成につながるとして指標を設定した。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工

夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 名倉真也 直通 25-5024 内線 2414

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境保全係

1⃣４.世界に誇れる環境先進都市・亀岡市のブランド力向上

②事業No.事業名 224．「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」関連事業②
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○ ○○

○

⑦事業の概要及び目的

「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」に基づき、「世界に誇れる環境先進都市・亀岡市」の実現を目指すため、環境拠点施設の整備や環境教育の充実、
企業との連携拡大を進めます。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画

①環境拠点施設実施設計完了

②環境教育の実施

③パートナーシップ協定の締結

①実施設計完了

②授業実施校数：4校

③協定締結企業数：3社

R3

計

画

①環境拠点施設基本構想の策定

②環境教育の実施

③パートナーシップ協定の締結

①基本構想策定

②授業実施校数：4校

③協定締結企業数：3社

実

績

①環境拠点施設基本構想の策定

②環境教育の実施

③パートナーシップ協定の締結

①基本構想策定

②授業実施校数：5校

③協定締結企業数：7社

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画

①環境拠点施設新築工事完了

②環境教育の実施

③パートナーシップ協定の締結

①新築工事完了

②授業実施校数：4校

③協定締結企業数：3社

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

目標達成に向けた計画的、継続的な活動を図るため、環境拠点施設の整備については事業の進捗状況を、環境教育につい
ては実施校数を、協定締結については締結企業数を指標とした。

R7

計

画

①環境拠点施設開館

②環境教育の実施

③パートナーシップ協定の締結

①開館日数：307日

②授業実施校数：4校

③協定締結企業数：3社

実

績 達成度

R6

計

画

①環境拠点施設開館

②環境教育の実施

③パートナーシップ協定の締結

①開館日数：307日

②授業実施校数：4校

③協定締結企業数：3社

実

績



R3
実

績
①環境教育受講者数
②パートナーシップ協定に基づく実施事業数

①321人
②47回

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①環境教育受講者数
②パートナーシップ協定に基づく実施事業数

①300人
②20回

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

環境先進都市としてのブランド力向上を図るためには、他都市には無い少年期からの環境学習の推進や、様々な企業と実施
する魅力ある取組が重要となるため、環境教育の受講者、協定に基づく実施事業をそれぞれ成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 橋本晧平 直通 25-5023 内線 2414

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境政策係

2 ⃣５．再生可能エネルギー利活用の推進

②事業No.事業名
225．再生可能エネルギーの活用による地球温暖化対策事業
の推進

事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

亀岡ふるさとエナジー株式会社との連携により、市内の再生可能エネルギー（太陽光、小水力、消化ガス、バイオガスなど）を最大限活用できるよう調査・
研究を実施し、エネルギーの地産地消を推進します。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
亀岡ふるさとエナジー㈱からの電力供給拡大を進めるとともに、市内公共施設等にお
ける自家消費型太陽光発電設備等の設置を推進する。

０円 ②７５施設、②2施設

R3

計

画
亀岡ふるさとエナジー㈱からの電力供給拡大を進めるとともに、市内公共施設等にお
ける自家消費型太陽光発電設備等の設置を推進する。

０円 ①70施設、②１施設

実

績

①亀岡ふるさとエナジー㈱の電力供給契約件数、②公共施設等における太陽光発電設備等の設置数 ０円 ①７３施設、②1施設

達成度

実

績

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 80

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

R5

計

画
亀岡ふるさとエナジー㈱からの電力供給拡大を進めるとともに、市内公共施設等にお
ける自家消費型太陽光発電設備等の設置を推進する。

０円 ②８０施設、②３施設

実

績 達成度

％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 100 ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

亀岡ふるさとエナジー㈱が進めるエネルギーの地産地消の取り組みを活動指標とする。

R7

計

画
亀岡ふるさとエナジー㈱からの電力供給拡大を進めるとともに、市内公共施設等にお
ける自家消費型太陽光発電設備等の設置を推進する。

０円 ②９０施設、②５施設

実

績 達成度

R6

計

画
亀岡ふるさとエナジー㈱からの電力供給拡大を進めるとともに、市内公共施設等にお
ける自家消費型太陽光発電設備等の設置を推進する。

０円 ②８５施設、②４施設

実

績



R3
実

績
市内におけるエネルギーの地産地消率 ６７％

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

市内におけるエネルギーの地産地消率 ７０％

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

市内におけるエネルギーの地産地消率を成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 和田　拓也 直通 ２５－５０９４ 内線 3156

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 産業観光部 課 農林振興課 係 林務・鳥獣対策係

2⃣６．木質バイオマスのエネルギー利活用の推進

②事業No.事業名 226.森林活用推進事業（薪ストーブ及びペレットストーブ）
事業実施
期　　間

R３ ～ R７

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 100％

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 補助 国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

　環境への負荷が少ない再生可能エネルギーの普及及び活用の促進を図ることを目的として、木質バイオマスを利用した薪ストーブ及び木質ペレットス
トーブの購入を助成する。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

44.4 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 8.9 ％

R4

計

画
薪ストーブ及びペレットストーブ購入助成事業の実施・啓発 1,800,000 9基

R3

計

画
薪ストーブ及びペレットストーブ購入助成事業の実施・啓発 1,800,000 9基

実

績

薪ストーブ及びペレットストーブ購入助成事業の実施・啓発 732,000 4基

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
薪ストーブ及びペレットストーブ購入助成事業の実施・啓発 1,800,000 9基

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

薪ストーブ及びペレットストーブ購入助成事業を実施し、木質バイオマスエネルギー利活用を推進する。

R7

計

画
薪ストーブ及びペレットストーブ購入助成事業の実施・啓発 1,800,000 9基

実

績 達成度

R6

計

画
薪ストーブ及びペレットストーブ購入助成事業の実施・啓発 1,800,000 9基

実

績



R3
実

績
薪ストーブ及びペレットストーブの購入数 ４基

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

薪ストーブ及びペレットストーブの普及 ９基/年

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

一般家庭における木質バイオマスを燃料とするストーブを導入することで再生可能エネルギーの推進を図るため、導入件数を
成果指数とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 服部直子、乾芽衣 直通 25-5023 内線 2412

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境政策係

2 ⃣７．省エネルギー化の推進

②事業No.事業名 227．地球温暖化対策事業の推進
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 定額

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分
一部補助

（太陽光補助金）
国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

市民や事業者に対し、地球温暖化対策や省エネルギーに関する情報発信を推進します。また、独自の環境マネジメントシステムの運用により、市の事務・
事業における省エネルギー化をさらに推進します。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
地球温暖化対策や省エネルギーに関する事業を実施する。 4,260,000円 ①30件、②1回、③１回

R3

計

画
地球温暖化対策や省エネルギーに関する事業を実施する。 2,890,000円 ①20件、②1回、③１回

実

績

①太陽光補助金、②みどりのカーテン事業、③環境マネジメント内部監査 4,075,008円 ①30件、②1回、③１回

達成度

実

績

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 80

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

R5

計

画
地球温暖化対策や省エネルギーに関する事業を実施する。 ２，８４０，０００円 ①20件、②1回、③１回

実

績 達成度

％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 100 ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

毎年度実施している省エネルギー関連事業を定量的な活動指標とする。

R7

計

画
地球温暖化対策や省エネルギーに関する事業を実施する。 ２，８４０，０００円 ①20件、②1回、③１回

実

績 達成度

R6

計

画
地球温暖化対策や省エネルギーに関する事業を実施する。 ２，８４０，０００円 ①20件、②1回、③１回

実

績



R3
実

績

①市の事務・事業における温室効果ガス排出量
※平成２５年度比２３．６％削減
②市域における温室効果ガス排出量

①19,861t-CO2
②集計中

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①市の事務・事業における温室効果ガス排出量
※令和12年度までに平成２５年度比で５０％削減する。
（平成２５年度排出量＝24,506t－ＣＯ２）
②市域における温室効果ガス排出量

①１８，３８０t-CO2（～R7）
②270.9千t-CO2

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

事業目的の達成には、市民・事業者・行政それぞれが省エネルギーに取り組むことが必要であり、その成果として温室効果ガ
ス排出量を定量的な指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 武田　悠作 直通 ２６－６１００ 内線

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 生涯学習部 課 市民力推進課 係 地球環境子ども村係

3 ⃣８．自然・環境体験学習の充実

②事業No.事業名
２28．亀岡生き物大学・学校地域連携事業
（自然体験型環境学習事業の協働による実施）

事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

大学・NPO法人等の専門家を講師に迎え、亀岡の自然を体感し親子で学ぶことのできる、体験型環境学習を「亀岡生き物大学」と位置づけ、通年及び
単発事業にて30回程度開催している他、学校教育現場や地域の諸団体からの依頼を受け地域に即した生き物の生態講義なども実施しています。
事業実施の中で、積極的に他団体との連携や環境学習指導員などの人材確保・育成を推進し、新たな環境問題へ視野を広げることのできる事業の開
催を目的に企画・実施を行います。

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

90 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
「亀岡生き物大学」等の実施（新規プログラムの充実） 年30回

R3

計

画
「亀岡生き物大学」等の実施（新規プログラムの充実） 1,361,000 年30回

実

績

「亀岡生き物大学」等の実施（新規プログラムの充実） 1,059,101 年27回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
「亀岡生き物大学」等の実施（新規プログラムの充実） 年30回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

生き物大学で開催した講座数・講師を派遣した事業数及び協力いただいている団体の事業運営に携わっているものの合計
を指標とする。

R7

計

画
「亀岡生き物大学」等の実施（新規プログラムの充実） 年30回

実

績 達成度

R6

計

画
「亀岡生き物大学」等の実施（新規プログラムの充実） 年30回

実

績



R3
実

績
①生き物大学登録研究員数
②参加者数

生き物大学
①登録研究員　0人

②参加者人数　778人

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①生き物大学登録研究員数
②参加者数

生き物大学
①登録研究員　40人

②参加者人数　1,000人

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

参加者の合計人数を指標としていることと、引き続き環境学習に興味関心を持って事業参加頂ける方には研究員として登録
いただいているので、この2点を成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 乾芽衣 直通 25-5023 内線 2412

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境政策係

4 ⃣９．環境の保全と創造

②事業No.事業名 229．環境の保全と創造に関する事業の推進
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

環境の保全及び創造に関する長期的な目標と施策の方向を示した亀岡市環境基本計画に基づく取組を推進します。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
亀岡市環境基本計画の進行管理及び亀岡市環境基本計画推進会議の開催 194,000円 ①進行管理2回、②開催1回

R3

計

画
亀岡市環境基本計画の進行管理及び亀岡市環境基本計画推進会議の開催 194,000円

①進行管理１回、②開催4回、③
開催2回

実

績

①第2次亀岡市環境基本計画の進行管理、②環境基本計画推進会議の開催、③亀岡市環境審議会の開催 155,200円
①進行管理１回、②開催4回、③

開催2回

達成度

実

績

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 80

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

R5

計

画
亀岡市環境基本計画の進行管理及び亀岡市環境基本計画推進会議の開催 194,000円 ①進行管理１回、②開催1回

実

績 達成度

％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 100 ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

毎年度、実施している環境基本計画の進捗管理と環境基本計画推進会議の開催実績を定量的な活動指標とする。

R7

計

画
亀岡市環境基本計画の進行管理及び亀岡市環境基本計画推進会議の開催 194,000円 ①進行管理１回、②開催1回

実

績 達成度

R6

計

画
亀岡市環境基本計画の進行管理及び亀岡市環境基本計画推進会議の開催 194,000円 ①進行管理１回、②開催1回

実

績



R3
実

績
亀岡市環境基本計画の進行管理の評価結果（令和３年度末） ９９％

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

亀岡市環境基本計画の進行管理の評価結果（毎年度末） ８０％以上

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

亀岡市環境基本計画に基づく取組の達成率を毎年度算出し、定量的な指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 坂本渉浦 直通 25-5023 内線 2412

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境政策係

4 ⃣１０．アユモドキの保護保全及び生物多様性の維持保全

②事業No.事業名 230．アユモドキの保護増殖及び生物多様性保全推進事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

アユモドキの保護保全活動を実施し、アユモドキが安定して生息できる環境を創出するとともに、希少な野生生物の生物多様性の維持保全を図ります。

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
①亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会総会・報告会の開催
②ラバーダム立ち上げ・中干し・落水に伴うアユモドキ等の救出活動の実施

500千円 ①開催各1回、②実施各1回

R3

計

画

①亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会総会・報告会の開催

②ラバーダム立ち上げ・中干し・落水に伴うアユモドキ等の救出活動の実施

③亀岡市アユモドキ再生事業検討委員会の開催

①②500千円

③国：2,500千円

　　市：2,500千円

①開催各1回、②実施各1回
③開催4回

実

績

①亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会総会・報告会の開催

②ラバーダム立ち上げ・中干し・落水に伴うアユモドキ等の救出活動の実施

③亀岡市アユモドキ再生事業検討委員会の開催

①②500千円

③国：2,500千円

　　市：2,500千円

①開催各1回、②実施各1回
③開催4回

達成度

実

績

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 80

達成度 100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

R5

計

画
①亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会総会・報告会の開催
②ラバーダム立ち上げ・中干し・落水に伴うアユモドキ等の救出活動の実施

500千円 ①開催各1回、②実施各1回

実

績 達成度

％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 100 ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会の総会・報告会及びアユモドキ等の救出活動を活動指標とする。

R7

計

画
①亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会総会・報告会の開催
②ラバーダム立ち上げ・中干し・落水に伴うアユモドキ等の救出活動の実施

500千円 ①開催各1回、②実施各1回

実

績 達成度

R6

計

画
①亀岡市保津地域アユモドキ保全協議会総会・報告会の開催
②ラバーダム立ち上げ・中干し・落水に伴うアユモドキ等の救出活動の実施

500千円 ①開催各1回、②実施各1回

実

績



R3
実

績
ＮＰＯによる推定個体数調査

当歳魚：1592.0±252.6尾
1歳魚以上：166.4±28.0尾

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

ＮＰＯによる推定個体数調査
当歳魚：2300尾

1歳魚以上：500尾

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

事業目的の達成には、地元住民や農業関係者の理解と協力、市民や行政による生息環境の維持保全が必要であり、その成
果として毎年NPOが調査している推定個体数を指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 髙奥　賢 直通 0771-25-5044 内線 3386

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 土木管理課 係 施設維持係

4 ⃣１１．環境・生態系にやさしい水辺環境づくり

②事業No.事業名 231.河川維持・水路等整備事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○

⑦事業の概要及び目的

　多くの人に自然とのふれあいの場を提供するため、護岸工事等において環境にやさしい工法工種を採用するとともに、せせらぎや豊かな生態系の復活
を図ります。

○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

60 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 12 ％

R4

計

画
河川改修工事の実施 17,863,000 3河川実施

R3

計

画
河川改修工事の実施 10,150,000 5河川実施

実

績

河川改修工事の実施 5,988,620 3河川実施

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
河川改修工事の実施 未定

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

河川改修事業の実績を活動指標とする。

R7

計

画
河川改修工事の実施 未定

実

績 達成度

R6

計

画
河川改修工事の実施 未定

実

績



R3
実

績
環境・現場条件に配慮した工法工種による実施
（ポーラスコンクリートブロックの使用等）

工事での環境・現場条件に配慮した工種
工法の実施率　100%

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

環境・現場条件に配慮した工法工種による実施
（ポーラスコンクリートブロックの使用等）

工事での環境・現場条件に配慮した工種
工法の実施率　100%

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

　工事を行う際により環境に配慮したコンクリート2次製品等を使用すること

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 松本　和磨 直通 25-5024 内線 2415

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境保全係

4⃣１２．安全・安心を守る環境保全監視活動の実施

②事業No.事業名 ２32．環境保全対策事業（公害監視活動）
事業実施

期　　間
R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組

(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

環境保全、公害防止に向けた各種検査を実施します。

また、公害監視活動強化のため、環境監視員による公害監視パトロールに取り組みます。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
①公害苦情低減に向けた公害監視活動の実施【河川水質検査、環境騒音測定、雑草

過繁茂監視及び適正化指導】②公害監視活動
3,456,280

①河川水質検査（５定点）環境騒音測定（年１回）

自動車騒音測定（年１回）

雑草過繁茂監視及び適正化指導（年２回）

②2回／月

R3

計

画
①公害苦情低減に向けた公害監視活動の実施【河川水質検査、環境騒音測定、雑草

過繁茂監視及び適正化指導】②公害監視活動
3,456,280

①河川水質検査（５定点）環境騒音測定（年１回）

自動車騒音測定（年１回）

雑草過繁茂監視及び適正化指導（年２回）

②2回／月

実

績

①公害苦情低減に向けた公害監視活動の実施【河川水質検査、環境騒音測定、雑草

過繁茂監視及び適正化指導】②公害監視活動
3,490,574

①河川水質検査（５定点）環境騒音測定（年１回）

自動車騒音測定（年１回）

雑草過繁茂監視及び適正化指導（年２回）

②2回／月

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
①公害苦情低減に向けた公害監視活動の実施【河川水質検査、環境騒音測定、雑草

過繁茂監視及び適正化指導】②公害監視活動
3,456,280

①河川水質検査（５定点）環境騒音測定（年１回）

自動車騒音測定（年１回）

雑草過繁茂監視及び適正化指導（年２回）

②2回／月

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指

標）の具体的な考え方

①河川水質検査（５定点）環境騒音測定（年１回）自動車騒音測定（年１回）雑草過繁茂監視及び適正化指導（年２回）

②2回／月

R7

計

画
①公害苦情低減に向けた公害監視活動の実施【河川水質検査、環境騒音測定、雑草

過繁茂監視及び適正化指導】②公害監視活動
3,456,280

①河川水質検査（５定点）環境騒音測定（年１回）

自動車騒音測定（年１回）

雑草過繁茂監視及び適正化指導（年２回）

②2回／月

実

績 達成度

R6

計

画
①公害苦情低減に向けた公害監視活動の実施【河川水質検査、環境騒音測定、雑草

過繁茂監視及び適正化指導】②公害監視活動
3,456,280

①河川水質検査（５定点）環境騒音測定（年１回）

自動車騒音測定（年１回）

雑草過繁茂監視及び適正化指導（年２回）

②2回／月

実

績



R3
実

績
公害苦情処理件数 127件（対前年92％）

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を

通じた目標
公害苦情件数の減少

対前年度比での減少
（令和2年度実績　１３８件）

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指

標）の具体的な考え方
継続的な取り組みにより公害苦情処理件数の減少を成果指標とします。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工

夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 松本　和磨 直通 25-5024 内線 2415

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境保全係

5 ⃣13.ポイ捨て撲滅を目指す取組の推進
5 ⃣⃣１４.環境美化意識に関する新たな仕組みづくり

②事業No.事業名 233.環境美化推進事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

幅広い取組を通し、美化意識を更に浸透させることを目的として、ポイ捨て等禁止条例に定める「かめおか環境デー」における、ポイ捨て防止重点地域を
中心とした一斉清掃等、市民、事業者、行政が一体となった清掃活動や啓発活動などを広く展開します。またボランティアによる新感覚での清掃活動「エ
コウォーカー」や、幼児期からの環境保全意識醸成を目指した「エコウォーカーキッズ」の取組拡大を図ります。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
①「かめおか環境デー」関連事業等の実施、②ポイ捨て禁止指導員によるポイ捨て防止重点地域の監視パト

ロール、③エコウォーカー活動の取組啓発、④エコウォーカーキッズの取組拡大
6,873,089

①一斉清掃：3回/年、②監視パトロール：282日/年、

③登録募集活動：3回/年、④参加保育所：1所

R3

計

画
①「かめおか環境デー」関連事業等の実施、②ポイ捨て禁止指導員によるポイ捨て防止重点地域の監視パト

ロール、③エコウォーカー活動の取組啓発、④エコウォーカーキッズの取組拡大
1,966,000

①一斉清掃：3回/年、②監視パトロール：282日/年、

③登録募集活動：3回/年、④参加保育所：1所

実

績

①「かめおか環境デー」関連事業等の実施、②ポイ捨て禁止指導員によるポイ捨て防止重点地域の監視パト

ロール、③エコウォーカー活動の取組啓発、④エコウォーカーキッズの取組拡大
4,982,335

①一斉清掃：3回/年、②監視パトロール：282日/年、

③登録募集活動：3回/年、④参加保育所：1所

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
①「かめおか環境デー」関連事業等の実施、②ポイ捨て禁止指導員によるポイ捨て防止重点地域の監視パト

ロール、③エコウォーカー活動の取組啓発、④エコウォーカーキッズの取組拡大
3,636,000

①一斉清掃：3回/年、②監視パトロール：282日/年、

③登録募集活動：3回/年、④参加保育所：1所

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

ポイ捨てを撲滅し、環境美化を図るためには、市民等と一体となった活動や継続した監視体制の構築が重要となるため、各活
動の実施回数及び監視パトロールの実施回数を指標とする。

R7

計

画
①「かめおか環境デー」関連事業等の実施、②ポイ捨て禁止指導員によるポイ捨て防止重点地域の監視パト

ロール、③エコウォーカー活動の取組啓発、④エコウォーカーキッズの取組拡大
3,636,000

①一斉清掃：3回/年、②監視パトロール：282日/年、

③登録募集活動：3回/年、④参加保育所：1所

実

績 達成度

R6

計

画
①「かめおか環境デー」関連事業等の実施、②ポイ捨て禁止指導員によるポイ捨て防止重点地域の監視パト

ロール、③エコウォーカー活動の取組啓発、④エコウォーカーキッズの取組拡大
3,636,000

①一斉清掃：3回/年、②監視パトロール：282日/年、

③登録募集活動：3回/年、④参加保育所：1所

実

績



R3
実

績

①一斉清掃の参加者数
②エコウォーカー登録者数
③エコウォーカーキッズ参加者数

①576人
②1110人
③12人

R4
実

績

①一斉清掃の参加者数
②エコウォーカー登録者数
③エコウォーカーキッズ参加者数

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①一斉清掃の参加者数
②エコウォーカー登録者数
③エコウォーカーキッズ参加者数

①１０００人
②＋500人／年
③＋７００人／年（年長５歳児）

R7
実

績

①一斉清掃の参加者数
②エコウォーカー登録者数
③エコウォーカーキッズ参加者数

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

①一斉清掃の参加者数
②エコウォーカー登録者数
③エコウォーカーキッズ参加者数

R6
実

績

①一斉清掃の参加者数
②エコウォーカー登録者数
③エコウォーカーキッズ参加者数

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

まちの環境美化を図るためには、活動に参加する市民を増加させることが重要となるため、各活動の参加者数を成果指標とす
る。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 竹下　悠太 直通 0771-25-5043 内線 3383

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 土木管理課 係 管理係

5 ⃣１５．河川愛護団体の育成及び活動支援

②事業No.事業名 234.河川愛護事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

市民の河川愛護意識を醸成することを目的として、身近な自然空間である河川への市民の関心の高まりに応えるため、地域住民、市民団体と関係行政
機関等による流域全体の良好な河川環境の保全・再生への取り組みである「河川愛護月間」事業について周知します。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
河川愛護月間に係る周知活動 ー 1回

R3

計

画
河川愛護月間に係る周知活動 ー 1回

実

績

7/1～7/31　公用車に啓発用看板(マグネット式)を掲示
　　　 〃           懸垂幕の掲揚

ー 1回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
河川愛護月間に係る周知活動 ー 1回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

市民の河川愛護意識を熟成することを目的に「河川愛護月間」等の活動を広報する。

R7

計

画
河川愛護月間に係る周知活動 ー 1回

実

績 達成度

R6

計

画
河川愛護月間に係る周知活動 ー 1回

実

績



R3
実

績
河川区域内での事故件数 事故件数：0件

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

河川施設の破損や不法投棄等を抑制し、河川区域内での事故件数減少を図る。 事故件数：0件

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

良好な河川環境を維持することが河川区域での事故発生の減少につながる。
河川愛護運動を通じて、河川施設の破損や不法投棄等を抑制し、河川区域内での事故件数減少を図る。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

毎年、全国的に7/1～7/31にかけて「河川愛護月間」として、河川愛護運動が実施されています。
本市においても、愛護月間に合わせて啓発看板の設置、懸垂幕の掲揚を実施し、市民への周知、愛護意識の醸成を図りまし
た。

進行上の課題や問題点



担当者 和田　拓也 直通 ２５－５０９４ 内線 3156

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 産業観光部 課 農林振興課 係 林務・鳥獣対策係

5⃣１６．森林保全の普及啓発などの活動団体の支援充実

②事業No.事業名 235.森林活用推進事業
事業実施
期　　間

R３ ～ R７

①整理番号 章 5 節 1 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○○ ○ ○○ ○

○

⑦事業の概要及び目的

　森林ボランティアや緑の少年団、NPOなど森づくりに主体的に取り組む活動団体の支援充実を図り、環境保全活動を推進する。

○ ○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
森林保全の普及啓発等を行う活動団体への補助 670,000

森林ボランティア３団体
緑の少年団・緑の募金

R3

計

画
森林保全の普及啓発等を行う活動団体への補助 670,000

森林ボランティア３団体
緑の少年団・緑の募金

実

績

森林保全の普及啓発等を行う活動団体への補助 670,000
森林ボランティア３団体
緑の少年団・緑の募金

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
森林保全の普及啓発等を行う活動団体への補助 670,000

森林ボランティア３団体
緑の少年団・緑の募金

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

森林ボランティアや緑の少年団、NPO等の補助団体数を活動指数とする。

R7

計

画
森林保全の普及啓発等を行う活動団体への補助 670,000

森林ボランティア３団体
緑の少年団・緑の募金

実

績 達成度

R6

計

画
森林保全の普及啓発等を行う活動団体への補助 670,000

森林ボランティア３団体
緑の少年団・緑の募金

実

績



R3
実

績
森林の公益的機能、普及啓発等の活動を行っている団体数 ５団体

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

森林の公益的機能、普及啓発等の活動を行っている団体数 ５団体

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

　国内産材の価格低迷と経費上昇で林業活動は停滞しているところであり、長期的な森林保全活動を行うボランティア団体
等の数を目標指数とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 守屋　克彦 直通 55-5305 内線 2433

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 計画係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 ２36.ゼロエミッション計画の策定及び実施
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○

⑦事業の概要及び目的

平成３０年３月に策定した亀岡市ゼロエミッション計画（ごみ処理基本計画）は、策定から５年目を迎え、現在ごみ処理を含む環境を取り巻く情勢は激変
しており、社会情勢を踏まえた内容に見直します。計画は、本市がこれまで行ってきた環境行政の実績を踏まえ、新たに資源化の目標や、施設の改修等の
計画、資源化率向上に向けた具体的な資源化施策などを反映させる必要があります。計画策定後は、本市の目指す環境先進都市の実現に向けて、計画
に基づき事業を推進します。

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
ごみ処理基本計画の策定 5,000,000 ごみ処理基本計画の策定

R3

計

画
令和４年度の計画策定へ向けた、基礎データの蓄積及び分析。 0 ごみの組成調査の実施２回

実

績

・令和３年度食品ロス実態調査/令和３年度プラスチック製/令和３年度紙おむつリサ
イクルコンサル

0 ごみの組成調査の実施２回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
策定したごみ処理基本計画に基づく新規施策の展開 0 新規事業１件

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

令和４年度に実施するごみ処理基本計画の策定（改定）に向けて基礎的データの蓄積を行い、策定後はその計画に沿って資
源化の促進に努める。

R7

計

画
策定したごみ処理基本計画に基づく新規施策の展開 0 新規事業１件

実

績 達成度

R6

計

画
策定したごみ処理基本計画に基づく新規施策の展開 0 新規事業１件

実

績



R3
実

績
埋立てごみ中間処理事業の実施

最終処分量（埋立処理量）
８３９．５１ｔ

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

新たに最終処分場（埋立地）をつくらないまちづくりを目指す
令和７年度までに

最終処分量（埋立処理量）を　
４１９．１４ｔに

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

本市における最新のごみ排出状況を把握し、実情に沿った計画の策定を行い、その計画に基づくごみの減量・資源化施策を
展開する。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 藤田　太朗 直通 55-5305 内線 2433

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 計画係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 237.分別パンフレット等の制作・配布事業
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

カン・ビン、プラスチック製容器包装、ペットボトルや使用済み蛍光管を埋立ではなく再資源化していくため、機関紙の発行等による市民意識の啓発に努
めます。

○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
①R5からの分別拡大に合わせ、ごみの分け方出し方パンフレットの全面改訂を行う。
②プラスチック製容器包装の資源化及び分別に係るチラシの全戸配布

732,720
①実施（通年）

②年１回

R3

計

画
①資源化の実施
②プラスチック製容器包装の資源化及び分別に係るチラシの全戸配布

632,720
①実施（通年）

②年１回

実

績

①資源化の実施
②プラスチック製容器包装の資源化及び分別に係るチラシの全戸配布

409,200
①実施（通年）

②年１回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
①資源化の実施
②プラスチック製容器包装の資源化及び分別に係るチラシの全戸配布

632,720
①実施（通年）

②年１回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

年１回の「ごみの分け方出し方パンフレット」の見直し
年１回のプラスチック製容器包装の資源化及び分別に係るチラシの全戸配布

R7

計

画
①資源化の実施
②プラスチック製容器包装の資源化及び分別に係るチラシの全戸配布

632,720
①実施（通年）

②年１回

実

績 達成度

R6

計

画
①資源化の実施
②プラスチック製容器包装の資源化及び分別に係るチラシの全戸配布

632,720
①実施（通年）

②年１回

実

績



R3
実

績
①分別意識の定着による資源ごみ回収量の増加
②資源化率

①資源ごみ回収量（家庭系＋事業系）
4,034.89t

②資源化率  16.68%

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①分別意識の定着による資源ごみ回収量の増加
②資源化率の向上

①資源ごみ回収量（家庭系＋事業系）
4,335.75t

②資源化率  19.5%

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

分別意識の定着により、資源ごみ回収量を増加させ資源化率を向上させる。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 宮川　泰一 直通 24-9600 内線 2432

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 計画係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 238.市民が設置するコンポスト等への補助事業
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

　一般家庭から排出される生ゴミを減量するため、コンポスト（生ごみ処理容器）及び生ごみ処理機を購入する市民に対して補助金を交付し、環境保全に
関する市民意識の高揚を図るとともに、ごみの減量化・リサイクルを推進します。

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

90 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 18 ％

R4

計

画
広報誌、市ホームページ等での広報回数　年1回 235,000 年1回

R3

計

画
広報誌、市ホームページ等での広報回数　年1回 235,000 年1回

実

績

広報誌、市ホームページ等での広報回数　年1回 212,200 年1回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
広報誌、市ホームページ等での広報回数　年1回 235,000 年1回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

広報誌、市ホームページ等で、コンポスト（生ごみ処理容器）等の購入費用の一部補助を周知することにより、ごみの減量化・
リサイクルを推進します。

R7

計

画
広報誌、市ホームページ等での広報回数　年1回 235,000 年1回

実

績 達成度

R6

計

画
広報誌、市ホームページ等での広報回数　年1回 235,000 年1回

実

績



R3
実

績
①生ごみ処理機の利用者数
②生ごみ処理容器の利用者数

①生ごみ処理機購入補助　 10基／年
②生ごみ処理容器購入補助 10基／年

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①生ごみ処理機の利用者数
②生ごみ処理容器の利用者数

①生ごみ処理機購入補助    １０基／年
②生ごみ処理容器購入補助　７基／年

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

環境保全に関する市民意識の高揚を図るとともに、ごみの減量化及びリサイクルを推進するため、コンポスト（生ごみ処理容
器）等の購入補助数を成果指標とします。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

広報誌、市ホームページ等で、コンポスト（生ごみ処理容器）等の購入費用の一部補助について周知の向上を図った。

進行上の課題や問題点 なし



担当者 八木　巧 直通 24-9600 内線 2432

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 計画係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 239.住民団体が行う集団回収への補助事業
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

集団回収登録団体からの申請に基づき、新聞・雑がみ・段ボール・古布の4品目に対し、1㎏当たり4円の報奨金を交付することにより、地域における資源
ごみの集団回収を奨励し、ごみの減量・資源化とごみ処理施設の延命化に努める。

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

95 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 19 ％

R4

計

画
資源ごみ集団回収報奨金の交付 8,151,360 年３回

R3

計

画
資源ごみ集団回収報奨金の交付 8,083,800 年３回

実

績

資源ごみ集団回収報奨金の交付 7,655,180 年３回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
資源ごみ集団回収報奨金の交付 8,151,360 年３回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

地域における資源ごみの集団回収を奨励し、ごみの減量・資源化とごみ処理施設の延命化に努めます。

R7

計

画
資源ごみ集団回収報奨金の交付 8,151,360 年３回

実

績 達成度

R6

計

画
資源ごみ集団回収報奨金の交付 8,151,360 年３回

実

績



R3
実

績
資源ごみ集団回収量
資源ごみ集団回収報奨金交付額

回収量　　　　１，９１３，７９５ｋｇ
交付額　　    ７，６５５，１８０円

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

ごみの減量・資源化とごみ処理施設の延命化に努める。
資源ごみ集団回収量
2,037,840㎏/年

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

ごみの減量・資源化とごみ処理施設の延命化に努めます。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

資源化率向上を目的とし、市HPに事業の告知をするなど認知度の拡大を図りました。

進行上の課題や問題点



担当者 守屋　克彦 直通 55-5305 内線 2433

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 計画係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 240.分別収集計画の見直し及びその実施
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○

⑦事業の概要及び目的

亀岡市ゼロエミッション計画（ごみ処理基本計画）に基づき進めてきた各資源化事業の成果に基づき、ごみの削減及び効率的な資源化を促進するため、
家庭から排出されるごみの分別を拡大し、資源化率の向上に努めます。

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
審議会の開催（ごみの分別拡大手続きの実施について） 0 審議会開催　２回

R3

計

画
・ごみの分別拡大システムの検討
・亀岡市循環型社会推進審議会への諮問

0 審議会開催　1回

実

績

・ごみの分別拡大システムの検討
・亀岡市循環型社会推進審議会への諮問

0 審議会開催　1回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
審議会の開催（分別拡大後の影響調査についてなど） 0

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

令和４年度に実施するごみ処理基本計画の策定（改定）に合わせて、計画と整合の取れる分別拡大を令和５年度から実施す
る。また、令和５年度以降も激変するリサイクル情勢に合わせて情報収集及び実証事業を重ねてその時代に合った適正な分
別区分を維持する。

R7

計

画
審議会の開催（分別拡大後の影響調査についてなど） 0

実

績 達成度

R6

計

画
審議会の開催（分別拡大後の影響調査についてなど） 0

実

績



R3
実

績
燃やす、埋立てごみの処理量

燃やすごみ　　18,737ｔ
埋立てごみ　　　1,512ｔ

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

燃やす、埋立てごみ処理量削減
令和７年度までに

燃やすごみ　１０,５７３．５９ｔ以下
埋立てごみ　　　 ４１９．１4ｔ以下

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

本市における最新のごみ排出状況を把握し、実情に沿った計画の策定を行い、その計画に基づき実施するごみの減量・資源
化施策に沿った適正な分別区分の維持検討を行う。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



担当者 金子　真也 直通 27-2123 内線 なし

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 埋立施設係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 241.廃棄物処理施設長寿命化計画の実施
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○

⑦事業の概要及び目的

新たに埋立て地をつくらない資源循環のまちづくりを目指す方針のもと、最終処分場及び資源化施設の長寿命化に向けて、水処理施設をはじめとする設
備類の適切な維持管理や、ごみ処理作業用重機械類の更新を実施する。

○ ○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
廃棄物処理施設の機器更新 49,068,000 水処理施設機器更新　１基

R3

計

画
廃棄物処理施設の機器更新 34,153,000 水処理施設機器更新　１基

実

績

廃棄物処理施設の機器更新 36,996,111 水処理施設機器更新　２基

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
廃棄物処理施設の機器更新 49,068,000 水処理施設機器更新　１基

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

当初予算に基づいた計画的更新を主としながらも、予算措置のない緊急修繕を要する事象が発生した場合には補正予算に
て対応するなど、迅速に機能回復を図り、施設の適正で継続的な機能維持を図る。

R7

計

画
廃棄物処理施設の機器更新 49,068,000 水処理施設機器更新　１基

実

績 達成度

R6

計

画
廃棄物処理施設の機器更新 49,068,000 水処理施設機器更新　１基

実

績



R3
実

績
一般廃棄物最終処分場の安定した供用と適正な維持管理 最終処分場に起因する風評被害　０件

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

一般廃棄物最終処分場の安定した供用と適正な維持管理 最終処分場に起因する風評被害　０件

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

埋立処分地への浸出水処理による水質基準の確保や、適正な埋立処分の実施が、市の環境行政の推進において必要不可
欠であるという考えから、一般廃棄物最終処分場の適正な維持管理を成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

緑豊かな自然と健全な大地を守りつつ、廃棄物の処理・再資源化を通じて快適な都市生活を確保するため、一般廃棄物最終
処分場の適正な維持管理に努めている。

進行上の課題や問題点



担当者 木村　友哉 直通 55-5305 内線 2434

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 計画係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 242.埋立ごみ中間処理事業の実施
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

　市民が排出した埋立てごみから、資源化適合物及び可燃ごみを分別し、最終的に埋め立て処分するごみを削減し、エコトピア亀岡の延命を図るととも
に、資源化率の向上を図る。

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
埋立てごみの適正な分別による埋立てごみの削減・資源化率の向上（中間処理の実
施）

48,811,000 搬入量の１００％

R3

計

画
埋立てごみの適正な分別による埋立てごみの削減・資源化率の向上（中間処理の実
施）

44,880,000 搬入量の１００％

実

績

埋立てごみの適正な分別による埋立てごみの削減・資源化率の向上（中間処理の実
施）

31,350,000 搬入量の１００％達成

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
策定したごみ処理基本計画に基づく新規施策の展開 新規事業１件

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

エコトピア亀岡へ搬入された埋立てごみに対して、中間処理を実施し適切な処理を図る。

（搬入量に対して、どれだけ中間処理を実施できたか）

R7

計

画
埋立てごみの適正な分別による埋立てごみの削減・資源化率の向上（中間処理の実
施）

新規事業１件

実

績 達成度

R6

計

画
埋立てごみの適正な分別による埋立てごみの削減・資源化率の向上（中間処理の実
施）

新規事業１件

実

績



R3
実

績
最終埋立量
資源化率の向上

最終埋立量　839.51ｔ
資源化率16.68%

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

最終埋立量
資源化率の向上

最終埋立量　419.14ｔ以下
資源化率19.5%以上

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

事業目的であるエコトピア亀岡の延命を図るためには、埋め立てごみの削減率及び資源化率の向上が欠かせないため、成果
指標とした。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

令和４年度から、受託事業者が選別作業を行うにあたり、作業場の確保、選別後の仕分け用コンテナの調達などといった作業
効率を高めるための設備投資が必要となりますが、単年度契約となると効率性を高めた設備投資ができないこと、また次年
度に他の事業者へ変わると１年かけて蓄積したノウハウを活かすことができず、再度ゼロからの積み上げとなり、より質の高い
選別業務を行うことができないことから、３年間の継続契約を行うことしし、達成度の向上につなげます。

進行上の課題や問題点



担当者 小林　ゆかり 直通 27-3355 内線 81106

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 施設管理係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名 243.大阪湾フェニックス計画の期間延長
事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

 現行の大阪湾圏域広域処理場整備事業(大阪湾フェニックス計画)の終了年度は、計画変更により令和3年度から令和9年度まで延伸されました。
　今後も引き続きリサイクルの推進と最終処分量の削減に向けた取り組みを推進するとともに、大阪湾圏域自治体と協調し、第３期計画を促進します。
※取組・活動等は、大阪湾広域処理場整備促進協議会及び大阪湾広域臨海環境整備センターが実施する事業です。市が負担する事業費の計画と実績
の差額は事業実施での発注・入札差額等によるものです。

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
建設負担金の納付
（２期計画工事等、３期計画調査設計等）

2,555,000 年3回

R3

計

画
建設負担金の納付
（２期計画工事等、３期計画調査設計等）

2,038,000 年3回

実

績

建設負担金の納付
（２期計画工事等、３期計画調査設計等）

1,973,000 年3回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
建設負担金の納付
（２期計画工事等、３期計画調査設計等）

2,555,000 年3回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

大阪湾広域臨海環境整備センターにおける事業の取組内容、方向性、方針について

　・フェニックス3期計画神戸沖埋立処分場（仮称）整備事業

　　R3   環境影響評価書作成・縦覧　R4　環境影響評価書縦覧　R5　基本計画変更認可　R6　設置許可（廃掃法）

　・大阪湾圏域広域処理場整備基本計画の変更

　　　H29　大阪湾圏域広域処理場整備基本計画変更認可（H30.3.29認可済）

R7

計

画
建設負担金の納付
（２期計画工事等、３期計画調査設計等）

2,555,000 年3回

実

績 達成度

R6

計

画
建設負担金の納付
（２期計画工事等、３期計画調査設計等）

2,555,000 年3回

実

績



R3
実

績
可燃ごみ量 燃やすごみ　18,737ｔ

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

可燃ごみ量の削減
令和7年度までに

燃やすごみ　10,573.59ｔ以下

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

大阪湾広域処理場整備事業の促進活動において環境省からは近畿圏における３Rの遅れを指摘されていることから、圏域を
あげてごみ排出量の削減に取り組んでいるところである。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

関係自治体で構成される大阪湾広域処理場整備促進協議会より国に対し大阪湾フェニックス事業の推進に関する要望書を
提出し、事業費の確保に努めている。

進行上の課題や問題点 なし



担当者 金子　真也 直通 27-2123 内線 なし

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 埋立施設係

1⃣17.ごみ減量・資源化に係る仕組みづくりと啓発活動

②事業No.事業名
244.医王谷エコトピアの廃止及び跡地利用に向けた適正な
維持管理

事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

平成１８年度末に埋立地としての供用を終了した医王谷埋立処分場について、水処理施設等の運転管理及び水質調査を引き続き実施し、最終処分場
廃止まで施設の整備保守を推進する。

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
廃止基準適合状況調査 12,214,000 地盤沈下調査測量　１回

R3

計

画
廃止基準適合状況調査 11,835,000 地盤沈下調査測量　１回

実

績

廃止基準適合状況調査 11,073,154 地盤沈下調査測量　１回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
廃止基準適合状況調査 12,214,000 地盤沈下調査測量　１回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

水質検査や地盤沈下測量調査など、埋立終了からの経過観察を引き続き実施し、記録管理を図る。

R7

計

画
廃止基準適合状況調査 12,214,000 地盤沈下調査測量　１回

実

績 達成度

R6

計

画
廃止基準適合状況調査 12,214,000 地盤沈下調査測量　１回

実

績



R3
実

績
環境省令に基づく水質基準適合の管理

・環境省令別表第一（43項目）基準達成

・環境省令別表第二（25項目）基準達成

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

環境省令に基づく水質基準適合の管理
・環境省令別表第一（43項目）基準達成

・環境省令別表第二（25項目）基準達成

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

環境省令に基づく水質検査を継続的に実施し、最終処分場廃止に向けて基準に適合するよう調査記録を継続するとともに、
安定した数値を保持できるよう施設の適正な維持管理を成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

計画的な機器の修繕・更新を実施しながらも、廃止に向けた施設運転・委託業務の見直しなどにより、可能な範囲で経費削
減に努めている。

進行上の課題や問題点 ―――――



担当者 藤田　太朗・木村　友哉 直通 55-5305 内線 2434

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 資源循環推進課 係 計画係

1⃣18.ごみ減量化の意識向上

②事業No.事業名
245.ごみ袋・粗大ごみ処理手数料の料金の見直しの検討・実
施

事業実施
期　　間

R３ ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 新規 ④事業区分 単独 国補助率 -

⑦事業の概要及び目的

廃棄物処理に関する費用負担の適正化を図り、ごみ削減を目指すためごみ処理手数料の見直しを行う

○

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
ごみ処理手数料の見直し手続きの実施
　①亀岡市循環型社会推進審議会の開催　　②地元説明会の実施　③条例改正

378,300
審議会開催　4回

地元説明会の実施

条例改正　12月改正

R3

計

画
・ごみ処理手数料の見直し検討
・亀岡市循環型社会推進審議会へ諮問

252,200
亀岡市循環型社会
推進審議会の開催

実

績

・ごみ処理手数料の見直し検討
・亀岡市循環型社会推進審議会の開催

87,300 審議会開催　1回

達成度

実

績

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

R5

計

画
ごみ処理手数料の改定及び見直し効果の検証 378,300 審議会開催　１回

実

績 達成度

％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

亀岡市循環型社会推進審議会を開催しごみ処理手数料の改定について審議する。

R7

計

画
ごみ処理手数料の見直し効果の検証 378,300 審議会開催　１回

実

績 達成度

R6

計

画
ごみ処理手数料の見直し効果の検証 378,300 審議会開催　１回

実

績



R3
実

績
燃やす、埋立てごみの処理量

燃やすごみ　　18,737ｔ
埋立てごみ　　　1,512ｔ

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

燃やす、埋立てごみ処理量削減
令和７年度までに

燃やすごみ　１０,５７３．５９ｔ以下
埋立てごみ　　　 ４１９．１4ｔ以下

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

R５年以降はごみ処理手数料の見直しにより、効果指標をごみの削減率として評価する。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

浄化槽の設置推進を図るためには、継続した啓発が必要となるため、啓発活動の実施回数を指標とする。

R7

計

画
浄化槽設置の推進に係る啓発 2,857,000 啓発チラシ：1回/年

実

績 達成度

R6

計

画
浄化槽設置の推進に係る啓発 2,857,000 啓発チラシ：1回/年

R5

計

画
浄化槽設置の推進に係る啓発 2,857,000 啓発チラシ：1回/年

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
浄化槽設置の推進に係る啓発 2,857,000 啓発チラシ：1回/年

R3

計

画
浄化槽設置の推進に係る啓発 2,895,000 啓発チラシ：1回/年

実

績

浄化槽設置の推進に係る啓発 1,944,686 啓発チラシ：1回/年

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

○

○

⑦事業の概要及び目的

亀岡市循環型社会形成推進地域計画に基づき、浄化槽の適正な維持管理を含めた生活環境改善の必要性について広く啓発に努め、浄化槽設置推進
地域内における浄化槽設置の推進を図ります

○ ○ ○

府補助率 1/3

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 補助 国補助率 1/3

○○ ○ ○○

　2⃣19.浄化槽の設置支援

　2⃣２０.浄化槽の適正管理の促進

②事業No.事業名 246.生活排水処理の推進
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

担当者 松本　和磨 直通 25-5024 内線 2415

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境保全係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

当該事業及び取組の目的達成には、浄化槽設置推進地域内における浄化槽設置推進が成果につながることから、浄化槽設
置数を成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績
浄化槽設置数

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績
浄化槽設置数

R6
実

績
浄化槽設置数

R3
実

績
浄化槽設置数 5基

R4
実

績
浄化槽設置数

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

浄化槽設置数 10基



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指

標）の具体的な考え方
事業目標を達成するためには、継続した監視体制の構築や啓発活動が必要不可欠となるため、それぞれの

R7

計

画
①監視パトロールの実施、②監視カメラの運用等による監視及び未然防止、③不法投
棄監視ウィーク等における啓発活動の実施

①監視パトロール：96日/年

②監視カメラ運用：6台

③啓発活動：３０日/年

実

績 達成度

R6

計

画
①監視パトロールの実施、②監視カメラの運用等による監視及び未然防止、③不法投
棄監視ウィーク等における啓発活動の実施

①監視パトロール：96日/年

②監視カメラ運用：6台

③啓発活動：３０日/年

R5

計

画
①監視パトロールの実施、②監視カメラの運用等による監視及び未然防止、③不法投

棄監視ウィーク等における啓発活動の実施

①監視パトロール：96日/年

②監視カメラ運用：6台

③啓発活動：３０日/年

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
①監視パトロールの実施、②監視カメラの運用等による監視及び未然防止、③不法投
棄監視ウィーク等における啓発活動の実施

4,431,150
①監視パトロール：96日/年

②監視カメラ運用：6台

③啓発活動：３０日/年

R3

計

画

①監視パトロールの実施

②監視カメラの運用等による監視及び未然防止

③不法投棄監視ウィーク等における啓発活動の実施

4,561,730
①監視パトロール：96日/年
②監視カメラ運用：6台
③啓発活動：３０日/年

実

績

①監視パトロールの実施、②監視カメラの運用等による監視及び未然防止、③不法投
棄監視ウィーク等における啓発活動の実施

3,629,545
①監視パトロール：96日/年

②監視カメラ運用：6台

③啓発活動：３６日/年

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○ ○

⑦事業の概要及び目的

不法投棄パトロールの実施により、不法投棄物の早期発見及び撤去を進めることで不法投棄の撲滅を目指します。

また（一財）家電製品協会の助成金活用、業務委託により不法投棄物の撤去及び不法投棄監視業務を実施、京都府・警察との連携により不法投棄監

視体制強化を図ります。その他、全国不法投棄監視ウィーク（5／30～）、年末不法投棄防止ウィーク（１２／20～）に、不法投棄防止に向けた啓発活動を
実施し一層の市域環境美化を推進致します。

○ ○

府補助率 -

⑤広域連携の取組

(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

○○

3⃣２１.不法投棄の抑止と早期対応の推進

3⃣２２．関係機関との連携強化

3⃣２３．環境美化意識の向上

②事業No.事業名
247.投機物の早期発見及び撤去の推進、不法投棄対策事

業、環境美化推進事業

事業実施

期　　間
R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 2 具体的施策№ 施策名

担当者 松本　和磨 直通 25-5024 内線 2415

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 環境先進都市推進部 課 環境政策課 係 環境保全係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

当該事業の実施により不法投棄物の減少が図られることから、不法投棄物の回収量を成果指標とする。また、当該事業の目

的達成のためには、地域と一体となった監視体制の構築を図る必要があることから、監視カメラの運用日数を成果指標とす

る。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工

夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績
不法投棄物回収量

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績
不法投棄物回収量

R6
実

績
不法投棄物回収量

R3
実

績
不法投棄物回収量 3390ｋｇ

R4
実

績
不法投棄物回収量

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を

通じた目標
不法投棄物回収量の減少

8,700ｋｇ以下(R2年比▲10％）
※Ｒ５以降は毎年度比▲１０％

②前年比▲10％



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

年度ごとの活動計画に対する達成度を活動指標とした。

R7

計

画
京都・亀岡保津川公園の整備 408,000,000

実

績 達成度

R6

計

画
京都・亀岡保津川公園の整備 408,000,000

R5

計

画
京都・亀岡保津川公園の整備 24,000,000

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
京都・亀岡保津川公園区域に係る治水協議 0 アドバイザー会議への出席

R3

計

画
京都・亀岡保津川公園区域に係る治水協議 0 アドバイザー会議への出席

実

績

京都府と亀岡市で開催する環境及び治水に配慮した霞堤のあり方に係るアドバイ
ザー会議への出席・協議（R3.10.11)

0

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　JR亀岡駅と保津川の間に位置する「京都・亀岡保津川公園」をグリーンインフラとして整備を進め、この地の原風景や自然環境を保全し、自然とふれあ
い、農業体験ができる公園整備を推進し住み続けられるまちづくりに向けた取り組みを進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 補助 国補助率 50%

1 ⃣２４．都市計画公園整備の推進①

②事業No.事業名 248．京都・亀岡保津川公園整備事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 成田　一真 直通 ０７７１－２５－５０７１ 内線 3333

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

京都・亀岡保津川公園の整備が進むことで、公園の利用が増加すると考え、公園を活用したイベント等の実施回数を指標とす
る。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
亀岡オーガニックアクションによる農業イベント（２回）
チームDoitによるサンガJ1昇格イベント（1回）

3件

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

京都・亀岡保津川公園の利用
公園を活用したイベント等の実施回数

（２件/年）



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

事業計画に対する事業実績を活動指標とした。

R7

計

画

実

績 達成度

R6

計

画

R5

計

画
改修工事 改修工事の完了

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 30 ％

R4

計

画
実施設計業務委託 27,300,000 実施設計の完了

R3

計

画
測量業務委託 4,100,000 測量業務の完了

実

績

測量業務委託 4,100,000 測量業務の完了

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　多くの市民が「好きな場所」として挙げた南郷公園・南郷池をより居心地がよく使いやすい場所とすることで地区のコミュニティの核となる場所としての
整備を推進し、住み続けられるまちづくりに向けた取組を推進します。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 新規 ④事業区分 補助 国補助率 50%

1 ⃣24．都市計画公園整備の推進②

②事業No.事業名 249．南郷公園再整備事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R5

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 大西　博之 直通 ２５－５０７１ 内線 3332

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

南郷公園の整備率を成果指標とした。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
南郷公園がより居心地がよく使いやすい場所となる整備（整備率）
※Ｒ３：設計業務に係る測量業務の実施

整備率　０％
（測量業務完了）

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

南郷公園がより居心地がよく使いやすい場所となる整備（整備率） 整備率１００％



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

亀岡駅北3号公園の整備率を活動指標とした。

R7

計

画

実

績 達成度

R6

計

画

R5

計

画

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

86 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 30 ％

R4

計

画
亀岡駅北3号公園整備事業 195,000,000

フットボール、スケートボードエリ
アの整備

R3

計

画
亀岡駅北3号公園整備事業 100,000,000 粗造成工事

実

績

亀岡駅北3号公園整備事業
保津川水辺公園にアーバンスポーツが可能な広場を整備

75,377,500

10,495,100
粗造成工事、四阿整備

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　近年ニーズが高まってきているアーバンスポーツを亀岡駅北土地区画整理事業による新たなまちづくりと合わせ、亀岡駅北3号公園にフットサル及びス
ケートボードパークを新設し、また駅から徒歩圏となる保津川水辺公園にスケートボード・ＢＭＸ等ができる広場を整備し、亀岡駅北周辺をアーバンスポー
ツの拠点となる公園整備として推進し、住み続けられるまちづくりに向けた取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 補助/単独 国補助率 50%

1 ⃣25．多機能な公園整備の推進

②事業No.事業名 ２50．亀岡駅北3号公園整備事業、都市公園整備事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R4

①整理番号 章 5 節 5 具体的施策№ 施策名

担当者 塩見成晃、成田一真 直通 ０７７１－２５－５０７１ 内線 3333

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

亀岡駅北3号公園公園の整備率を成果指標とした。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
亀岡駅北3号公園整備 整備率　３0％

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

亀岡駅北3号公園整備の完了 整備率１００％



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指

標）の具体的な考え方

民間開発案件数により、年度ごとにバラツキがあるため、定量的指標で評価することは困難であるため、年度ごとの達成度を

指標とした。

R7

計

画
亀岡市宅地開発等に関する条例及び亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準

に関する条例技術基準に基づいた設置指導、土地区画整理事業の公園協議
0 公園施設の配置指導の実施

実

績 達成度

R6

計

画
亀岡市宅地開発等に関する条例及び亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準

に関する条例技術基準に基づいた設置指導、土地区画整理事業の公園協議
0 公園施設の配置指導の実施

R5

計

画
亀岡市宅地開発等に関する条例及び亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準

に関する条例技術基準に基づいた設置指導、土地区画整理事業の公園協議
0 公園施設の配置指導の実施

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
亀岡市宅地開発等に関する条例及び亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準

に関する条例技術基準に基づいた設置指導、土地区画整理事業の公園協議
0 公園施設の配置指導の実施

R3

計

画
亀岡市宅地開発等に関する条例及び亀岡市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する

条例技術基準に基づいた設置指導、土地区画整理事業内に設置される公園協議
0 公園施設の配置指導の実施

実

績

土地区画整理事業の公園協議（大井町南部、小林高野林、篠町篠企業団地） 0
公園施設の配置指導の実施

（3件）

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　開発行為による公園の設置については、開発面積が3,000m2以上の住宅又は集合住宅を目的とする開発行為を行う場合は、開発区域に開発面積の

3%以上の公園の設置が義務付けられています。設置される公園について、技術基準に基づいた公園施設等の配置について指導を行っており、住み続け

られるまちづくりに向けた取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組

(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

1⃣26．身近な公園・緑地の整備

②事業No.事業名 251.開発協議等による公園の整備に関する指導
事業実施

期　　間
Ｒ３ ～ Ｒ７

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 成田　一真 直通 ０７７１－２５－５０７１ 内線 3333

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指

標）の具体的な考え方

民間開発案件数により、年度ごとにバラツキがあるため、定量的指標で評価することは困難であるため、年度ごとの達成度を

指標とした。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工

夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
土地区画整理事業の公園協議（大井町南部、小林高野林、篠町篠企業団地） ２０％

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を

通じた目標
技術基準に基づいた公園施設等の配置について適切な指導を行います。 年度ごと達成度



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

事業計画に対する事業実績を活動指標とした。

R7

計

画
公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 3,00０万円

実

績 達成度

R6

計

画
公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 3,00０万円

R5

計

画
公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 3,00０万円

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 50,000,000

R3

計

画
公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 30,000,000 整備率

実

績

亀岡運動公園野球場排水設備等更新 30,000,000 整備率

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　亀岡運動公園については、体育館や陸上競技場などの各施設の老朽化が進んでいる状況です。
　公園施設については、安全性の確保が重要な責務であると共に、憩いの場として提供するために、都市公園施設長寿命化計画を基に、公園施設の計画
的な更新を進め、住み続けられるまちづくりに向けた取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 補助 国補助率 ５０％

2 ⃣２７．施設の適切な維持管理①

②事業No.事業名 252．亀岡運動公園長寿命化対策事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 大西　博之 直通 ２５－５０７１ 内線 3332

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

公園施設長寿命化計画を基に、公園施設の計画的な更新を進めることにより、施設の老朽化に起因する事故を未然に防ぐ。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
施設の老朽化に起因する事故件数 ０件

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

施設の老朽化に起因する事故の防止（事故件数０件） 事故件数０件



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

指定管理者制度による公園数を活動指標とした。

R7

計

画
指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理 ４７公園

実

績 達成度

R6

計

画
指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理 ４７公園

R5

計

画
指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
都市公園３３公園の指定管理者選定（大井町南部６公園も含めるか検討）

４１公園

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
亀岡駅北１号～４号・駅西公園の指定管理者選定

57,535,000 ３６公園

R3

計

画
指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
保津川水辺公園の指定管理者選定

129,582,000 ３５公園

実

績

保津川水辺公園の指定管理者選定 129,582,000 ３５公園

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　指定管理者制度により民間のノウハウを活用した公園の管理を行うことで、効率的に安心安全で快適に利用できる環境を維持することで、住み続けら
れるまちづくりに向けた取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

2 ⃣２７．施設の適切な維持管理②

②事業No.事業名 253．公園緑地管理事業　公園緑地整備事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 大西　博之 直通 ２５－５０７１ 内線 3332

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

指定管理者制度に基づき、適切な公園の管理を行うことで、維持管理不足に起因する事故を未然に防ぐ。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
維持管理不足に起因する事故件数 ０件

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

維持管理不足に起因する事故の防止（事故件数０件） 事故件数０件



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指

標）の具体的な考え方
点検回数、申請に対する亀岡市開発公園整備事業補助金申請に対する採択率

R7

計

画
①開発公園の４半期毎の点検

②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

①　　年４回

②　１００％

（事業採択/事業申請）

実

績 達成度

R6

計

画

①開発公園の４半期毎の点検

②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

①　　年４回

②　１００％

（事業採択/事業申請）

R5

計

画
①開発公園の４半期毎の点検

②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

①　　年４回

②　１００％

（事業採択/事業申請）

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
①開発公園の４半期毎の点検

②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付
1,000,000

①　　年４回

②　１００％

（事業採択/事業申請）

R3

計

画
①開発公園の４半期毎の点検

②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付
1,000,000

①　　年４回

②　１００％

（事業採択/事業申請）

実

績

①開発公園の４半期毎の点検

②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付
1,319,000

①   年４回

②　１００％

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　開発行為により設置された公園については、地元自治会等で日常管理を実施されており、市においても、４半期毎に遊具等の公園施設の点検を実施し、経年劣化した遊具の

早期発見に努め、遊具の劣化・損傷による事故の発生を未然に防ぎます。

　また、住民の憩いの場である公園施設について、利用促進と危険防止を図るため、自治会等が行う公園整備事業に要する経費について、亀岡市開発公園整備事業補助金

交付要綱等に基づき、予算の範囲内において補助金を交付し、地域住民の経費負担の軽減を図り、住み続けられるまちづくりに向けた取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組

(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

2⃣２７．施設の適切な維持管理③

②事業No.事業名 254．開発公園巡回点検　亀岡市開発公園整備事業補助金
事業実施

期　　間
R3 ～ R7

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 大西　博之、山崎　菜々美 直通 ２５－５０７１ 内線 3332

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指

標）の具体的な考え方

開発公園施設の定期的な点検や亀岡市開発公園整備業による補助を行うことにより、公園遊具等の劣化による事故を未然に防

ぐ。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工

夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
公園遊具の劣化・損傷による事故件数 ０件

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を

通じた目標
公園遊具の劣化・損傷による事故の防止（事故件数０件） 事故件数０件



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

街路樹の管理路線数を定量的な活動指標とする。

R7

計

画
緑化推進業務委託 管理路線数　78本

実

績 達成度

R6

計

画
緑化推進業務委託 管理路線数　78本

R5

計

画
緑化推進業務委託 管理路線数　78本

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

100 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

R4

計

画
緑化推進業務委託 29,500,000 管理路線数　78本

R3

計

画
緑化推進業務委託 27,500,000 管理路線数　78本

実

績

緑化推進業務委託 27,495,600 管理路線数　78本

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

市民や来訪者が安らぎと潤いを感じられるまちづくりを目的に、亀岡市都市緑花協会等の関係機関との連携により、駅前広場や主要道路の街路樹、緑
地などの適切な維持管理や花の植え付けを行うことで、美しい街並みの形成に努め、花と緑の街づくりの実現を目指し、住み続けられるまちづくりに向け
た取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

2 ⃣２８．公共施設の緑化の推進

②事業No.事業名 255．亀岡まるごとガーデンミュージアム構想事業①
事業実施
期　　間

Ｒ３ ～ Ｒ７

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 山崎　菜々美 直通 25-5071 内線 3332

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

美しい街並みに対する満足度が高ければ、街路樹に関する苦情件数が減るであろうと考え、街路樹に関する苦情件数を定量
的な成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
街路樹の管理に関する苦情件数 21件

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

街路樹の管理に関する苦情件数 40件以下



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

かめおか緑花フェア、オープンガーデンかめおかの開催

R7

計

画
①かめおか緑花フェアの開催
②オープンガーデンかめおかの開催

実

績 達成度

R6

計

画
①かめおか緑花フェアの開催
②オープンガーデンかめおかの開催

R5

計

画
①かめおか緑花フェアの開催
②オープンガーデンかめおかの開催

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

0 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 0 ％

R4

計

画
①かめおか緑花フェアの開催
②オープンガーデンかめおかの開催

①3，000，000

②   635，000

①4月開催
②5月開催

R3

計

画
①かめおか緑花フェアの開催
②オープンガーデンかめおかの開催

①1，870，000

②   800，000

①4月開催
②5月開催

実

績

①かめおか緑花フェアの開催
②オープンガーデンかめおかの開催

①1，870，000

②   162，880

①②新型コロナウイルス感染拡
大の影響による中止

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

　潤いと安らぎのあるまちづくりや花づくりを通じたコミュニティの形成を目的に、公益財団法人亀岡市都市緑花協会や特定非営利活動法人亀岡・花と緑
の会と連携し、「かめおか緑花フェア」や「オープンガーデンかめおか」を開催し、民有地緑化の推進など花と緑のまちづくりの普及啓発を促進し、住み続
けられるまちづくりに向けた取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

3 ⃣29.花と緑のイベント展開

②事業No.事業名 256．亀岡まるごとガーデンミュージアム構想事業②
事業実施
期　　間

Ｒ３ ～ Ｒ７

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 山崎　菜々美 直通 25-5071 内線 3332

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

当該事業が達成されるためには、より多くの人にイベントに参加いただくことが必要であると考え、来場者数を定量的な成果
指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績
①、②いずれも新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となったため、実績なし。 －

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①かめおか緑花フェア②オープンガーデンかめおかの来場者数
①10，000人
②　2，500人



％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

活動指標（アウトプット指
標）の具体的な考え方

市民参加による花と緑のまちづくりの活動実績を定量的な活動指標とする。①③は活動数。②は採択率＝交付団体数/申請
団体数。

R7

計

画

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）

②わがまちの花づくり推進事業

③桜守の会の活動数

実

績 達成度

R6

計

画

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）

②わがまちの花づくり推進事業

③桜守の会の活動数

R5

計

画

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）

②わがまちの花づくり推進事業

③桜守の会の活動数

実

績 達成度

実

績 達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積）

達成度 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

％

達成度（R3年度～R7年度累積） ％

66 ％

達成度（R3年度～R7年度累積） 13 ％

R4

計

画

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）

②わがまちの花づくり推進事業

③桜守の会の活動数

①450，000

②770，000

③500，000

①6回

②100％

③３回

R3

計

画

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）

②わがまちの花づくり推進事業

③桜守の会の活動数

①450，000

②855，000

③500，000

①6回

②100％

③３回

実

績

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）

②わがまちの花づくり推進事業

③桜守の会の活動数

①377，520

②737，233

③              0

①6回

②100％

③新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止し、０

回

達成度

実

績

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

○

⑦事業の概要及び目的

市民との協働による花と緑のまちづくりの推進を目的にウエルカムガーデンやスポットガーデンづくり、「わがまちの花づくり事業」として補助金の交付、か
めおか桜守の会の活動への支援を行い、住み続けられるまちづくりに向けた取組を進めます。

○

府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 -

3 ⃣30.わがまちの花と緑のまちづくりの推進

②事業No.事業名 257.亀岡まるごとガーデンミュージアム構想事業③
事業実施
期　　間

R3 ～ Ｒ7

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名

担当者 山崎　菜々美 直通 25-5071 内線 3332

第５次亀岡市総合計画　進行管理調書

主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係



変更した理由

その他

成果指標（アウトカム指
標）の具体的な考え方

当該事業及び取組の目的が達成されるためには、市民参加が必要になると考え、花と緑のまちづくりの活動の参加者数を定
量的な成果指標とする。

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

R7
実

績

令和7年度における達成度 　　　　　％

R5
実

績

R6
実

績

R3
実

績

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）の参加者数
②わがまちの花づくり事業の申請団体数
③桜守の会の作業参加者数

①２５人
②１６団体
③新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
り作業を中止し、0人

R4
実

績

⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

期間を
通じた目標

①ウエルカムガーデン・スポットガーデンづくり（市民協働による花の植替え）の参加者数
②わがまちの花づくり事業の申請団体数
③桜守の会の作業参加者数

①２５人
②１7団体
③２０人


